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吉
川
委
員
長
は
、
①
安
保
法
制
と
労
働

緒
法
制
の
改
悪
に
反
対
し
、
た
し
ろ
議
員

と
共
に
平
和
を
求
め
て
闘
う
、
②
格
差
賃

金
の
導
入
に
反
対
し
、「
ベ
ア
平
均
２
２
２

９
円
」
を
勝
ち
取
っ
た
今
春
闘
の
教
訓
に

踏
ま
え
、
16
春
闘
を
い
か
に
闘
う
か
、
③

重
大
事
故
を
根
絶
す
る
た
め
に
安
全
確
立

の
闘
い
を
強
化
す
る
、
と
述
べ
た
後
、
一

部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
対
す
る
組

織
破
壊
は
許
さ
な
い
と
断
言
し
ま
し
た
。 

  

 
 

 
           

               

来
賓
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
、
連
合
岩
手
、

県
交
運
労
協
、
「
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
」

を
支
援
す
る
会
、
東
日
本
労
連
、
弁
護
団
、

議
員
団
を
始
め
、
数
多
く
の
諸
団
体
の
代

表
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
か
ら
は
、
富
田
社
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

来
賓
挨
拶
の
最
後
に
古
川
本
部
Ｏ
Ｂ
会

会
長
は
「
一
部
の
Ｏ
Ｂ
が
現
役
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
後
も
闘

う
時
に
は
闘
う
組
織
体
制
を
目
指
し
て
奮

闘
し
て
い
る
現
役
を
暖
か
く
包
み
込
ん
で

い
く
」
と
支
援
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
た
し
ろ
参
議
院
議
員
は
、
多
忙
の
中

２
日
目
の
午
後
か
ら
参
加
し
、
再
選
に
向
け

て
の
決
意
と
組
合
員
の
協
力
・
支
援
を
訴
え

ま
し
た
。 

  

２
日
間
の
大
会
で
発
言
し
た
代
議
員
は

32
名
で
、
そ
の
内
、
25
名
が
30
～
40
才
代

の
平
成
採
用
の
組
合
員
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
こ
の
若
い
年
代
が
、
現
在
の
職
場
の
組
合
運

動
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
事
が
鮮
明
に
な
り

ま
し
た
。 

 

                    

発
言
の
内
容
は
、
15
春
闘
の
職
場
で
の
取 

り
組
み
と
、
た
し
ろ
か
お
る
紹
介
者
拡
大
の

取
り
組
み
で
し
た
。
ま
た
安
倍
政
権
の
戦
争

政
策
に
反
対
す
る
意
見
や
、
労
使
間
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
協
約
の
改
定
を
求
め
る
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。 

一
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
組
織
破
壊
に
関
す
る
意

見
は
、
東
京
や
大
宮
地
本
の
代
議
員
か
ら
詳

細
に
述
べ
ら
れ
、
他
の
地
本
か
ら
も
糾
弾
す

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

   

２
日
間
の
大
会
は
、
先
達
や
多
く
の
Ｏ
Ｂ

が
築
き
上
げ
て
き
た
職
場
生
産
点
の
闘
い

を
基
礎
に
し
た
「
当
た
り
前
の
労
働
運
動
」 

が
、
確
実
に
若
い
組
合
員
に
引
き
継
が
れ 

て
い
る
事
を
確
認
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 
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Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
31
回
定
期
大
会
報
告 

16
春
闘
勝
利
・
た
し
ろ
再
選
の
方
針
決
定
！ 

＝
現
役
は
い
か
な
る
組
織
破
壊
も
許
さ
な
い
ぞ
＝ 

 

 

 

 

6 月 12 日連合が日比谷野音で、「安保法制」と同様に最重要

法案と位置付ける「労働者派遣法案」と「労働基準法」の改悪

に反対する「労働者保護ルール改悪阻止を求める 6・12 怒りの

大集会」を開催しました。当日は、前段での国会前座り込み抗

議行動に引き続き、全国の高退連をはじめ各単産の労働者約

3750 名が結集しました。 

 この２つの法案は安倍政権の目玉として出され、「安保法制」

同様に強引な審議がやられており、この改悪によって派遣労働

の固定化や残業代ゼロを目指し過労死を増大させるものです。 

 集会で古賀会長は「安倍政権の安保法制をはじめとする強引

なやりかたを許さないと共に、この労働者保護ルールの改悪に

断固反対し阻止する」との強い怒りの挨拶があり、来賓の枝野

民主党幹事長も「戦後 70 年の平和な社会が壊される。労働法制

の改悪も断固阻止する」と強い決意が表明されました。 

                 その後現場の労働者の生

の声が憤りと共に表明され

ました。 

                 集会後は怒りのデモ行進

が、銀座から日本橋までの

コースで続けられました。 

 

 

 

 

 

 

 
 東関東ブロック 8 月 20日 13時 本部会議室 

 
 西関東ブロック 8 月 21日 13時 本部会議室 

 
 上信越ブロック 8 月 25日 13時  高崎地本会議室 

 
 東  北ブロック 8 月 27日 13時  盛岡地本会議室 

 

＊ＯＢの英知を結集し、たしろ応援活動を牽引しよう！ 

 

 

第 8回 
ブロック別地本ＯＢ 会三役会議 

 
連合が日比谷野音で怒りの大集会！ 

退職者連合も最後まで連帯して闘い抜く 

〝
職
場
か
ら
守
ろ
う
「
命
と
安
全
」
実
現
し
よ
う
「
平
和
な
社
会
」
鉄
路
の
未
来

へ
心
を
つ
な
ぐ
安
比
大
会
〟
と
銘
打
た
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
31
回
定
期
大
会
が
、

６
月
14
～
15
日
の
２
日
間
に
亘
っ
て
、
新
緑
の
風
薫
る
岩
手
県
「
ホ
テ
ル
安
比
グ

ラ
ン
ド
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
は
、
古
川
会
長
と
伊
藤
事
務
局
長
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

     

自
信
に
満
ち
た
委
員
長
挨
拶 

数
多
く
の
来
賓 

新たな闘う方針を決定した第 31 回定期大会の全景 

 

発
言
者
と
発
言
内
容 

今
後
も
現
役
を
支
援 



 
                 

 

                 

   

 

 

 

 

６
月
13
日
13
時
30
分
よ
り
、 

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
食
堂
で

１
１
３
名
の
参
加
者
で
「
第
16
回 

定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
三
役
を
始
め
、
美
世
志

会
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
東
京
、
横
浜
、
八

王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
と

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
古
川
会
長
、
戸
谷
副
会
長
、

畠
山
秘
書
が
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
６
名
で 

・ 

９
条
連
活
動
、
国
会
見
学
ツ
ア
ー
、

営
業
職
場
の
Ｏ
Ｂ
の
集
い
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
一
部
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
東
労
組
へ
の
組
織
破
壊
に
連
動

す
る
動
き
を
暴
露
し
た
意
見
は
注
目 

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

「
地
本
見
解
」
が
出
る
事
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。 

                 

                                        
５
月
24
日
13
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
「
第
18
回
定
期

総
会
」が
約
50
名
の
参
加
者
に
よ
っ 

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
近
藤
会
長
ら
に
よ
る
た
し
ろ
議

員
の
活
躍
を
「
朗
読
劇
」
で
披
露
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
小
林
委
員
長
以
下
地
本
三
役
、 

古
川
本
部
Ｏ
Ｂ
会
長
と
竹
島
副
会
長
、
そ
し

て
大
井
県
高
退
連
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

７
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

・ 

総
合
共
済
は
、
終
身
加
入
に
し
て
欲

し
い 

・ 

長
男
が
県
議
選
で
当
選
し
た
。
支
援
に 

感
謝
し
ま
す 

・ 

エ
ル
ダ
ー
の
職
場
現
実
は
厳
し
い 

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会 

し
た
人
達
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                       

                                

仙
台
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
は
、
趣
味 

の
木
彫
り
で
地 

域
交
流
を
深
め 

て
い
る
田
村 

茂
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

現
在
田
村
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｒ
山
形
電
車 

区
を
退
職
後
、
米
沢
駅
前
駐
輪
場
に
勤 

務
し
な
が
ら
米
沢
地
区
Ｏ
Ｂ
会
の
幹 

事
も
担
い
、
15
年
前
か
ら
趣
味
の
木 

彫
り
に
取
り
組
み
、
孫
と
遊
ぶ
た
め 

の
作
品
を
創
作
し
て
い
ま
す
。 

材
料
は
、
米
沢
の
一
刀
彫
り
で
使
わ 

れ
て
い
る
こ
し
あ
ぶ
ら
の
木
や
ネ
コ
ヤ 

         

ナ
ギ
、
桜
や
エ
ン
ジ
ュ
・
松
の
木
な
ど
で
、 

約
半
年
間
乾
燥
さ
せ
寄
せ
木
細
工
で
創
っ
て 

い
ま
す
。 

田
村
さ
ん
が
創
る
木
彫
り
は
、
虫
（
ホ 

タ
ル
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
ト
ン
ボ
等
）
や
動 

   

物
（
ウ
サ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
、
馬
、
羊
等
）
で
、 

見
て
も
か
わ
い
い
も
の
ば
か
り
で
す
。 

田
村
さ
ん
は
、
そ
の
木
彫
り
の
作
品
を 

地
域
の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
無
料
で
配
っ 

て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
全
労
済
や
労
金
の 

     

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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事
務
所
に
寄
贈
し
た
り
し
て
、
多
く
の
人
達
と

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
小

学
校
の
先
生
や
生
徒
達
に
も
作
り
方
を
指
導
し

た
り
、
Ｏ
Ｂ
会
活
動
で
知
り
合
っ
た
仲
間
達
に 

も
あ
げ
て
喜
ば
れ
て
い 

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
ん
な
田
村
さ 

ん
は
、
「
納
期
も 

な
く
、
気
ま
ま
に
作
っ 

て
、
そ
れ
で
貰
っ
て
く
れ
た
人
の
笑
顔
が

見
れ
る
だ
け
で
十
分
だ
」
と
笑
っ
て
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

（
米
沢
市
在
住
・
田
村 

茂
・
67
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

仙台地本ＯＢ会 

茂
さ
ん
は
木
彫
り
名
人 

 
 

組
織
を
総
力
で
支
え
よ
う 

  

  

 
 

6 月 27 日 14 時より、地本会議室において 

７９名の参加者によって「第 18 回定期総会」が

開催されました。 

来賓には、地本大坪副委員長と山本ＯＢ担

当、貨物労組高崎支部ＯＢ会の白石副会長、

高橋市議と柳沢市議が参加しました。本部ＯＢ

会は、古川会長と竹島副会長が参加しました。 

発言者は 2 名で、総会資料に「会則を入れ

て欲しい」、「バス職場にＯＢ会組織を作る方針

を入れて欲しい」という意見でした。また役員体

制では、会長と事務局長が交代し、バス職場

から初めて幹事が選出されました。 

懇親会は久しぶりの再会で盛り上がりましたが

「一部のＯＢとは誰なのか」「高崎には持ちこませ

ない」などの組織破壊も話題になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   

  
               

八王子 

 
新役員体制 

 

会長 

 堀   等 

副会長 

 石代  隆 

長谷川練悦 

高橋 重雄 

事務局長 

 加賀谷鋼一 

 
 
 
 
 
 

水 戸 
 
新役員体制 

 

会長 

 近藤愛一郞 

副会長 

 田上 憲由 

美斉津 武 

牛尼 大輔 

轟  正好 

事務局長 

 清水 隆夫 
 
 
 
 
 

 

高 崎 組織破壊も話題に 
         

新役員体制 
 

会長      副会長  
 堀口  昇    関谷 則之 
          金子 秀一 
          半田 国明 
事務局長      原  武久 
赤石 美弘    花田  實 
         春原 芳雄 

  

各地本ＯＢ会の「定期総会」で 

   

６
月
13
日
13
時
30
分
よ
り
、 

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
食
堂
で 

１
１
３
名
の
参
加
者
で
「第
16
回 

定
期
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
地
本
三
役
を
始
め
美
世
志

会
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
東
京
、
横
浜
、
八
王
子

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
と
、
本
部
Ｏ

Ｂ
会
の
古
川
会
長
、
戸
谷
副
会
長
、
た
し
ろ

事
務
所
の
畠
山
秘
書
が
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
６
名
で
、
「
一
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
組

織
破
壊
」
、
「
９
条
連
活
動
」
、
「
国
会
見
学
ツ

ア
ー
」
、
「
営
業
職
場
の
Ｏ
Ｂ
の
集
い
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
一
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
東
労
組
へ
の
組
織

破
壊
に
連
動
す
る
動
き
を
暴
露
し
た
意
見

は
、
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

「
地
本
見
解
」
が
出
る
事
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。 

                                     

大 宮 

組
織
破
壊
は 

 
 

 

許
さ
な
い
ぞ
！ 

新役員体制 
 
会長 

橋詰 康昭 

副会長 

 星野 恵司 

長谷川雄二 

平川 昭夫 

清水 慎一 

事務局長 

 大谷 和夫 
 
 
 
 
 

   

６
月
20
日
12
時
30
分
よ
り
、 

立
川
市
内
の
三
多
摩
労
働
会
館
で

68
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
「
第
18 

回
定
期
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
鈴
木
地
本
委
員
長
を
始
め
戸

谷
本
部
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
、
山
本
地
本
シ
ニ
ア
会

長
、
美
世
志
会
・
梁
次
氏
、
加
藤
「
自
然
と
人

間
社
」
相
談
役
と
東
京
、
大
宮
、
横
浜
地
本
の

各
Ｏ
Ｂ
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
７
名
が
発
言
し
ま
し
た
。 

・ 

「
水
沢
メ
ー
ル
問
題
」
は
、
八
王
子
地
本

を
な
め
て
お
り
、
絶
対
的
に
許
せ
な
い 

・ 

エ
ル
ダ
ー
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
率
が
低
下
し
て

い
る 

・ 

立
川
車
掌
区
に
Ｏ
Ｂ
会
を
つ
く
っ
た 

東
労
組
へ
の
組
織
破
壊
を
糾
弾
し
た
総
会

に
続
い
て
、
第
２
部
で
は
、
た
し
ろ
事
務
所
の

畠
山
秘
書
か
ら
「
講
演
」を
受
け
ま
し
た
。 

                               

八王子 

怒
り
爆
発
の
総
会
に 

新役員体制 
 

会長 

味原  進 

副会長 

平井 博明 

浅川武二三 

事務局長 

 沼波 修司 

 

 

 

 

 

 

   

６
月
20
日
14
時
よ
り
、
水
戸

市
内
の
「ホ
テ
ル
シ
ー
ズ
ン
」の
会
議

室
で
、
約
30
名
の
参
加
者
で
「
第 

18
回
定
期
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
黒
澤
地
本
書
記
長
、
伊
藤
本
部

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
、
た
し
ろ
事
務
所
の
佐
々

木
政
策
担
当
秘
書
の
3
名
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
３
名
で
し
た
。 

・ 

入
会
し
た
ば
か
り
だ
が
、
初
め
て
春
レ

ク
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た 

・ 

国
会
見
学
ツ
ア
ー
は
、
本
人
と
会
え
事

務
所
を
見
て
活
動
が
よ
く
分
か
っ
た 

・ 

被
災
地
激
励
は
、
人
手
の
入
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
を
見
て
欲
し
い 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
を
写
真
に
し
て
資
料

に
入
れ
た
の
は
、
大
変
好
評
で
し
た
。
懇
親
会

は
、
例
年
以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                        

水 戸 

活
動
が
自
信
に
！ 

総
会
が
盛
り
上
が
る 

新役員体制 
 

会長 

鈴木 孝雄 

副会長 

狩谷 光治 

栗村 幸雄 

事務局長 

 江幡 隆則 

 

 

   

６
月
27
日
12
時
45
分
よ
り
、

支
社
大
会
議
室
で
94
名
の
参
加
者

で
「第
19
回
定
期
総
会
」が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
中
田
地
本
副
委
員
長
、
宮
島
新

潟
高
齢
協
会
長
、
佐
藤
県
議
、
増
井
勤
労
課

長
と
伊
藤
本
部
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
が
参
加
し

ま
し
た
。 

発
言
者
は
８
名
で
、
若
い
組
合
員
と
会
員

宅
を
訪
問
し
た
時
、
「
若
い
人
の
言
葉
遣
い
が

良
か
っ
た
」
、
「
カ
ー
ナ
ビ
が
大
変
役
立
っ
た
」
、

「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
渡
す
時
の
工
夫
が
足
り
な
か

っ
た
」
等
、
今
後
の
取
り
組
み
に
役
立
つ
意
見
が

多
数
出
ま
し
た
。
そ
の
他
「
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や

「
エ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
会
社
の
不
誠
実
」
を
訴
え

る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
は
、
例
年
に
も
増
し
て
多
い
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。 

                             

新 潟 
 

家
宅
訪
問
の
教
訓
話
が 

新役員体制 
 

会長 

渡部 良司 

副会長 

細谷 邦彦 

沖田 晴夫 

山崎 次男 

事務長 

清田 完二 

」 

 

 組織破壊を 

糾弾する意見続出！ 


